
笠
口

提

∂

玉

置

ゴLノ氏

年臼

晃

若
し
菩
提

心
に
し
て
戯
論

の
封
象
と
な
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
翫

に
菩
提
心
と
し
て
の
眞
面
目
を
失

つ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
曾
き
使
命
を
冒
濃
し
た
も
の
で
あ

る
。
道
元
灘
師

の

『
學
道
用
心
集
」

の
菩
提
心
を
爽
す

べ
き
事
の
條
下

に
、有

が

云
は
く
、
菩
提
心
と
は
無
上
正
等
畳

心
な
り
、
名
聞
利
養
に
か

、
は
る
べ
か
ら
す
。
有
が

云
は
く
、

一
念

三

千
の
観
解
な
り
。
有
が
云
は
く
、

一
念
不
生

の
法
門
な
り
。
有
が
云
は
く
、
入
佛
界

の
心
な
り
と
。
是
の
如
き
の

輩
は
未
だ
菩
提
心
を
知
ら
す
、
濃

に
菩
提
心
を
誇
す
、
佛
道

の
中

に
於
て
遠
う
し
て
遠

し
、
誠

に
吾
我
名
利

の
當

心
を
顧
よ
、

一
念
三
千
の
性
相
を
融
す
る
や
否
や
、

一
念

不
生
の
法
門
を
讃
す

る
や
否
や
、
唯
だ
貧
名
愛
利

の
妄

念

の
み
有

つ
て
更

に
菩
提
心

の
取
る
べ
き
無
き
や
、

と
随
分
手
き
び
し
き
教
誠

で
あ

る
が
、
菩
提
心
を
も

つ
て
戯
論

の
封
象
と
し
て
と
や
か
く
辮
疏
す
る
こ
と
の
不
心

得
を
懇
切
に
誠
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

菩
握
心
に
つ
い
て

(
一
)
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菩
提
心
に
つ
い
て

三

)

然
る
に
、

こ
の
嚴
鮪
な
教
誠

に
接
し

て
、
強
ひ
て
菩
提
心
を
辮
疏
す

る
こ
と

の
愚
を
重
ね
る
こ
と

に
深

い
反
省
を

持
ち
な
が
ら
な
ほ
か

つ
、
こ
の

一
文
を
草
す

る
こ
と

に
理
由
が
あ

る
。
そ
れ
は
古
聖
賢

の
菩
提
心
に
封
す

る
尊

い
考

蔑
祭
の

一
般
を
窺

ふ
う
ち
に
、
菩
提
心
に
封
す

る
奪
敬
と
、
深
い
信
頼
と
を
も
ち

つ
ゴ
け
る
こ
と
が

で
き

る
だ
ら
う
と

の
念
願
か
ら

で
あ

る
。
ま
た
、
雑
多
な
纒
論
繹
を
基
げ

て
、
煩
は
し
く
菩
提
心

の
意
義
を
詮
索
し
た
こ
と
は
、
そ
こ

に
、
聖
道
諸
家
と
大
に
趣
を
異

に
す
る
漂
土

一
家

の
大
菩
提
心
を
再
考
し
よ
う
と
し
た
要
期
か
ら
で
も
あ
る
。

『
華
嚴
経
」
普
賢
行
願
晶
第

三
十
五

に
は
、
菩
提
心
の
功
徳
を
讃

へ
て
、

善
男
子
、
菩
提
心
者
猫
如
種
子
、
能
生

一
切
諸
佛
法
故
、
菩
提
心
者
猫
如
大
地
、
能
持

一
切
諸
世
間
故
、
菩
提
心

者
猶
如
大
水
、
能
源

一
切
煩
櫛
垢
、

乃
至
菩
提
心
者
如
大
虚
室
、
諸
妙
功
徳
震
無
邊
故
、
菩
提
心
者
如
妙
澄
華
・、

不
染

一
切
世
問
法
故
。

と
説
い
て
、

一
切
佛
法
は
正
に
菩
提
心
よ
り
生

る
、
こ
と
を
教

へ
て
ゐ
る
。
衣
下
の
纏
文

に
は
、

善
男
子
、
菩
提
心
者
成
就
如
是
無
量
無
邊
最
勝
功
徳
、
基
要
言
之
、
鷹
知
悉
與

一
切
佛
法
諸
功
徳
等
、
何
以
故
、

因
菩
提
心
、
出
生

一
切
菩
薩
行
輪
、
三
世
十
方

一
切
如
來
、
從
菩
提
心
而
出
生
故
、
是
故
善
男
子
、
若
有
能
登
阿

褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
者
、
則
巳
出
生
無
量
功
徳
、
普
能
擁
能
撮
取

一
切
縛
道
。

と

て
、
更

に
具
膿
的

に
菩
提
心
か
ら

一
切
菩
薩

の
行
輪
も
出
生
し
、

三
世
+
方

一
切
如
來
も
ま
た
出
生
す

べ
し
と
嘆

ぜ
ら
れ
た
。
更

に
、

『
同
経
」
普
賢
行
願
品
第
三
十
六

に
於
て
は
、
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善
男
子
、
響
如

一
燈
然
百
千
燈
、
共
本

一
燈
無
減
無
審
、
菩
薩
摩
詞
薩
菩
提
心
燈
、
亦
復
如
是
、
普
然

三
世
諸
佛

智
燈
、
而
其
心
燈
無
減
無
蓋
、
善
男
子
、

響
如

一
灯
入
於
闇
室
、

百
千
年
闇
悉
能
破
蓋
、

薮
起
光
明
、

普
照

一

切
、
菩
薩
摩
詞
薩
菩
提
心
燈
、
亦
復
如
是
、
入
衆
生

心
無
明
闇
室
、
能

滅
無

量
百
千
萬
億
不
可
説
劫
積
聚
、

一
切

諸
業
煩
拶
種

々
障
畷
、
登
生

一
切
大
智
光
明
。

と
て
菩
提
心
燈
よ
く
千
古
の
無
明

の
暗
を
照
破
し
、

一
切
煩
衡
障
擬
を
滅
し
て
、
大
智
光
明
を
登
生
す
と
説
き
、
ま

た
、
『
同
経
』
普
賢
行
願
品
三
十
六
に
菩
提

心
の
威
力
を
説
い
て
、

如
師
子
王
曜
吼
之
時
、
師
子
兇
聞
皆
増
勇
健
絵
獣
聞
之
、
脂
血
鉗
耗
、
帥
皆
窟
伏
、
佛
師
子
王
菩
提
啄
吼
、

一
切

智
聲
鷹
知
亦
爾
、
諸
菩
薩
聞
、
養
育

法
身
、
塘
長
功
徳
、
共
除

一
切
邪
執
衆
生
、
聞
皆
退
散
如
泳
錯
繹
等
。

と
、
更

に
次
下
に
菩
提

心
は
五
怖
畏
を
離
れ
し
め
る
こ
と
を
教

へ
て
、

讐
如
有
人
得
無
畏
藥
離

五
恐
怖
、
何
等
爲
五
、
所
謂
水
火
不
能
焼
、
毒
不
能
中
、
刀
不
能
傷
、
水
不
能
漂
、
煙
不

能
蕪
乃
至
得

一
切
智
菩
提
心
藥
、
離
五
怖
畏
、
何
等
爲
五
、
不
爲

一
切
三
毒
火
焼
、
五
欲
毒

不
中
、
惑
刀
不
傷
、

有
流

不
漂
、
諸
畳
観
煙
不
能
重
州害
。

と
、
こ
れ
ら
の
華
嚴
纏
の
諸
文
に
よ
つ
て

一
般
的
に
菩
提

心
の
功
徳
と
威
力
と
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
や
う
で

あ

る
。
ま
た
、

『
轄
女
身
経
」

に
は
、
菩
提
心
は
よ
く
女
身
を
轄
す

る
こ
と
を
示
し
て
、

若
女
人
成
就

一
法
、
得
離
女
身
速
成
男
子
、
何
謂
爲
二

、
所
謂
深
心
求
於
菩
提
、
若
有
女
人
登
菩
提
心
、
則
是
大

菩
提
心
に
つ
い
て

(
三
)
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菩
提
心
に
つ
い
て

(四
)

善
人
心
、
乃
至
、
若
諸
女

人
登
菩
提
心
、
則
更
不
維
女
人
諸
結
縛
心
、
以
不
維
故
、
永
離
女
身
得
成
男
子
、
所
有

善
根
、
亦
當

廻
向
無
上
菩
提
。

と
説
き
、
ま
た
、
『
首
榜
嚴

三
昧
経
」
巻
上
に
は
、

登
大
乗
者
、
不
見
男
女
而
有
別
異
、
所
以
者
何
、
薩
婆
若
心
、
不
在
三
界
、
有
分
別
故
、
有
男
有
女
。

と
て
登
大
乗
心

の
も

の
に
は
男
女

の
鉦
別
な
し
と
示
さ
れ

て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
も
ま
た
菩
提
心

の
功
徳
を
讃

へ
た
も

の

で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
、
『
華
手
経
」
登
心
品
第
十

一
に
は
、

阿
逸
多
、
當
知
諸
佛

一
切
功
徳
、
皆
在
初
畿
調
伏
心
中
、
是
故
菩
薩
、
世
間
難
遇
佛
亦
難
値
、
阿
逸
多
、
響
如
無

牛
則
無
醍
醐
、
如
是
若
無
菩
薩
螢
心
、
則
無
佛
種
、
若
有
牛
則
有
醍
醐
、
如
是
若
有
菩
薩
心
、
則
佛
種
不
断
、
阿

逸
多
、
響
如
有
種
則
有
華
實
、
如
是
若
有
菩
薩
登
心
則
佛
種
不
断
、
是
故
當
知
登
心
爲
難
、
螢
心
難
故
、
佛
亦
難

得
。

と
、
ま
た
『
同
経
」
無
憂
品
第
十
二
に
よ
れ
ば
、

佛
燈
出
於
世
、
萬
億
劫
難
値
、
如
優
曇
鉢
華
、
時

々
乃

一
現
、
深
登
菩
提
心
、
正
行
佛
道
者
、
如
昆
大
菩
薩
、
世

間
亦
難
遇
、
是
故
若
有
人
、
能
登

此
大
心
、
斯
人
當
作
佛
、
庭
衆
師
子
吼
、
自
在
師
子
吼
、
能
轄
漂
法
輪
、
.佛
神

通
無
擬
、
皆
在
初
心
中
。

と
説
き
、
登
菩
提
心
の
至
難
な
貼
と
、
而
も
、
初
登

心
中
に
自
ら
佛
の
轄
法
輪
も
神
通
無
磯
も
圓
其
す
べ
き
こ
と
を



・

示
し
て
ゐ
る
。

以
上
華
嚴
経
と
並

に
華
手
脛
と
に
よ

つ
て
菩
提
心
相
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
経
を
借
り
て
來
た
こ
と

は
他
意
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
菩
提
心
相

に
つ
い
て
の
佛
敏
學

の

一
般
的
な
立
場
が
よ
く
こ
の
二
経
に
よ
つ
て
代
表

さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

二

 

菩
提
心
の
艦
相

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
非
常

に
廣
範
園

に
わ
た

つ
た
聖
道
心
だ
と
考

へ
て
よ
い
。
先
づ
阿
含
経
典

に
現
は
れ
た
三
十
七
道
品
な
ど
す

べ
て
善
提
心
と
考

へ
て
よ

い
だ
ら
う
。
就
中
四
弘
誓
願
と
か
、
七
畳
支
な
ど
は
そ

の
核
心
を
な
す
も
の
だ
ら
う
。
四
弘
誓
願
と
は
、
四
種

の
庚
弘
誓
願
の
意
味

で
あ

つ
て
、
菩
提
心

の
素
材
と
な
る
も

の
で
あ

る
。
だ
が
阿
含
経
典
と
か
古

い
大
乗
経
典
72
Tど
で
は
四
弘
誓
願
と

い
ふ
熟
語
は
見
當
ら
な
い
、
や

、
後
代

の

も
の
と
思
は
れ
る
、
『
不
退
轄
法
輪
経
」

第
二

・
『
観
彌
勒
菩
薩

上
生
兜
率
天
経
」
・
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
」
第
四
な

ど

に
始
め
て
そ
の
名
目
が
出

て
ゐ
る
や
う
で
あ

る
。
而
し

て
、
世
親

の

『
佛
性
論
」
箒
四

に
來

つ
て
四
弘
誓
願

の
名

義
と
組
織
と
が
完
成
し
た
や
う
で
あ
る
。
『
長
阿
含
経
」
第
八
第

二
分
散
陀
那
纏
第
四
に
、

羅
曇
沙
門
能
説
菩
提
、
自
能
調
伏
、
能
調
伏
人
、
自
得
止
息
、

能
止
息
人
、

自
度
彼
岸
、

能
使
人
度
、

自
得
解

脱
、
能
解
脱
人
、
自
得
滅
度
、
能
滅
度
人
。

菩
提
心
に
つ
い
て

(
-
)



艶
口提
心
に
つ
い
て

(六
)

と
読
い
て
ゐ
る
が
、
四
弘
誓
願
の
原
型
と
し
て
見

て
よ
か
ら
う
。
更

に
、
『
法
華
纒
」
第
三
藥
草
喩
品
に
は
、

未
度
者
令
度
、
未
解
者
令
解
、
未
安
者
令
安
、
未
浬
桑
者
令
得
浬
塑
小。

と
説

い
て
ゐ
る
の
も
四
弘
誓
願

の
素
材
で
あ
り
、
『
道
行
般
若
」
第
八
貢
高
品

に
も
法
華
経

の
同
類

の
素
材
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
大
乗
経
典
よ
り
少
し

く
後
世
の
編
纂

に
か

、
つ
た
も
の
、
中

で
、
『
大
方
等
大
集
纏
』
第

十
七
虚
塞
藏
菩
薩
品
な
ど

に
よ
れ
ば
、
諸
菩
薩

の
二
十
誓
荘
嚴
な
ど

に
、
か
な
り
ま
と
ま

つ
た
四
弘
誓
願
が
と
か
れ

て
ゐ
る
や
う
で
あ

る
Q

四
弘
誓
願

の
意
義
を
こ
、
で
更
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
智
顕

の
著

『
法
界
次
第
初
門
』
巻
下
之
上
の
繹
意

を
か
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る
か
ら
、
左
に
抄
出
し
て
置
く
。

一
、
未
度
者
令
度

此
弘
誓
縁
苦
諦
而
起
、
故
理
路
経
云
未
度
苦
諦
令
度
苦
諦
、
今
明
苦
者
帥
是
生
死
也
、
生
死
有

二
種
、

一
分
段
生

死
、
謂
六
遣
衆
生
所
山票
陰
入
界
身
果
報
、
・既
巖
有
形
質
分
段
之
成
壊
也
、
二
憂
易
生
死
、
謂
羅
漢
辟
支
及
大
力
菩

薩

三
種
意
生
身
、
錐
無
分
段
轟
報
猫
有
細
微
因
轄
果
移
凝
易
生
滅
之
所
蓬
也
、

一
切
未
度

二
種
生
死
苦
者
、
菩
薩

登
心
願
令
得
度
故
、

云
未
度
者
令
度
。

二
、
未
解
者
令
解

此
誓
縁
集
諦
而
起
故
、
理
路
纏

云
、
未
解
集
諦
令
解
集
諦
、
今
明
集
者
卸
是
煩
悔
潤
業
能
招
聚
生
死
、
煩
衡
潤
業
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有

二
種
、

一
四
住
地
煩
悔
潤
分
段
生
死
業
能
招
聚
分
段
生
死
苦
果
也
、

二
無
明
住
地
煩
簡
潤
攣
易
生
死
業
能
招
聚

攣
易
生
死
苦
果
也
、
若

一
切
未
解
此

二
種
集
者
菩
薩
螢
心
願
令
得
解
故
云
未
解
者
令
解
。

.

三
、
未
安
者
令
安

此
弘
誓
縁
道
諦
而
起
故
、
理
路
経
云
未
安
道
諦
令
安
道
諦
今
明
道
諦
者
帥
是
能
通
浬
契
之
正
助
道
也
、
有

二
種
正

助
道

一
偏
縁
眞
諦
修

正
助
道
是
道
但
得
至
小
乗
霊
苦
淫
梨
、
二
正
縁
中
道
實
相
修
正
助
道
是
道
能
到
大
乗
大
般
混

般
木、
若

一
切
未
安
此
二
種
道
者
菩
薩
磯
心
願
令
得
安
故
云
未
安
者
令
安
也
。

四
、
未
混
桀
者
令
得
混
桀

此
弘
誓
縁
滅
諦
而
起
故
、
理
路
経
云
未
得
滅
諦
令
得
滅
諦
今
明
滅
諦
者
即
是
業
煩
幡
及
生
死
苦
果
滅
也
、
有

二
種

業
煩
拶
生
死
、

一
分
段
生
死
業
四
住
地
煩
衡
滅
則
分
段
生
死
苦
果
滅
帥

二
乗
所
得
減
諦
也
、

二
礎
易
生
死
業
無
明

住
地
煩
燭
滅
則
凝
易
生
死
苦
果
滅
諸
佛
及
大
菩
薩
所
得
不
丑
ハ究
寛
滅
諦
也
、
若

一
切
未
得
此
二
種
滅
諦
者
菩
薩
襲

心
願
令
得
滅
故
云
未
得
混
繋
者
令
得
湛
桀
、
今

四
種
弘
誓
所
縁
四
諦
與
前
聲
聞
中
明
四
諦
有
牛
満
異
、
前
但
明
牛

字
有
作
四
聖
諦
今
明
満
字
無
作
四
聖
諦
、
駈
以
二
種
四
聖
諦
合
明
者
、
菩
薩
之
道
敏
門
不
同
、
若
是
三
藏
敏
通
敏

所
明
弘
誓
但
縁
有
作
四
聖
諦
而
起
、
若
是
別
教
圓
敏
所
明
弘
誓
通
縁
有
作
無
作

二
種
四
聖
諦
而
起
故
、
約
弘
誓
分

別
四
諦
牛
満
異
於
前
也
。

こ
れ
全
く

『
法
華
経
』
藥
草
品
の
文
を
祀
述
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
き
は
め
て
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ

て
ゐ
る
。
而

註
口提
心
に
つ
い
て

(七
)
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曲
口提
心
に
つ
い
て

(八
)

も
、
大
小
の
四
弘
誓
願

の
意
義
を
詳
述
し
な
が
ら
登
菩
提
心
の
杢
貌
を
よ
く
あ
ら
は
し

て
ゐ
る
。
次

に
、
七
畳
支
に

よ
つ
て
三
十
七
道
品
を
代
表
せ
し
め

て
そ
の
概
貌
を
瞥
見
し
よ
う
。
七
畳
支
と
は
菩
提

に
順
趣
す
る
七
種

の
法
と
い

ふ
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
七
菩
提
分
或
は
七
覧
分
と
も
い
は
れ

て
ゐ
る
。

『
長
阿
含
纏
」
第
八
衆
集
纏

に
は
、

復
有

七
法
、
謂
七
畳
意
、
念
畳
意
、
法
畳
意
、
精
進
畳
意
、
喜
畳
意
、
狩
畳
意
、
定
畳
意
、
護
畳
意
、
是
爲
如
來

所
読
正
法
。

と
あ

つ
て
、
更

に

『
同
糎
」
第
九
、
十
上
経
、
第
十
二
、
清
添
維
、
第
二
十
二
、
世
本
縁
晶
等
に
も
同
類

の
溌
明
が

あ
る
。

「
雑
阿
含
経
」
第

二
十
六
に
は
、

若
修
習
七
畳
支
、
多
修
習
令
塘
廣
、
是
則

不
退
法
、

何
等
爲
七
、

謂
念
畳
支
、

澤
法
畳
支
、

精
紳
畳
支
、
狩
畳

支
、
喜
畳
支
、
定
畳
支
、
捨

畳
支
、
是
名
不
退
法
、

無
畏
自
佛
羅
曇
、
何
因
何
縁
衆
生
清
瀞
、
佛
告
無

畏
、
若
婆
羅
門
有

一
勝
念
、
決
定
成
就
、
久
時
所
作
、
久
時
所

説
、
能
随
憶
念
當
於
爾
時
習
念
魔
支
、

修
念
畳
支
己
、

念
畳
満
足
乃
至
修
捨
畳
支
己
、

捨
畳
支
満
足
、

如
是
無

畏
、
此
因
此
縁
、
衆
生
清
漂
。

と
説
い
て
ゐ
る
が
、
七
畳
支
も
ま
た
登
菩
提
心
の
素
材
と
し
て
は
か
な
り
と

㌧
の
つ
た
も

の
で
あ
る
。
今
ま
た
こ
の

七
畳

支
に
つ
い
て
智
顕
の

『
法
界

次
第
初
門
」
中
之
下
の
繹
を
か
り

て
見
よ
う
。

一
、
澤
法
畳
分

π∩



智
慧
観
諸
法
時
、
善
能
簡
別
眞
鶴
、
不
謬
取
諸
虚
儒
法
故
、
名
揮
法
礎
分
。

二
、
精
進
畳
分

精
進
修
諸
避
法
時
、
善
能
畳
了
不
謬
行
於
無
盆
之
苦
行
常
勤
、
心
在
置
ハ法
中
行
故
、
名
精
進
畳
分
。

三
、
喜

畳

分

若
心
得
法
喜
善
能
畳
了
此
喜
、
不
依
顯
倒
之
法
而
生
歎
喜
佳
置
ハ法
喜
故
、
名
喜
畳
分
。

四
、
除

畳

分

若
断
除
諸
見
煩
僑
之
時
、
善
能
畳
了
除
諸
虚
鶴
不
損
眞
正
善
根
故
名
除
畳
分
。

五
、
捨

畳

分

若
捨
所
見
念
著
之
境
時
、
善
能
畳
了
所
捨
之
境
虚
鶴

不
實
永
不
豊
憶
、
是
爲
捨
堤
分
。

六
、
定

畳

分

若
登
諸
麗
定
之
時
、
善
能
畳
了
諸
暉
虚
假
不
生
見
愛
妄
想
、
是
爲
定
畳
分
。

七
、
念

畳

分

若
修
出
世
道
時
、
善
能
畳
了
常
使
定
慧
均
雫
、
若
心
況
没
當
念
用
澤
法
精
進
喜
等
三
畳
分
察
起
、
若
心
俘
動
當
念

用
除
捨
定
等
三
畳
分
褥
敵
、
念
畳
常
在

二
権
之
問
調
和
中
適
是
名
念
畳
分
、
此
七
通
名
畳
分
者
無
學
實
畳
七
事
能

到
故
、
通
名
畳
分
也
。

蛇
口提
心
に
つ
い
て

(九
)



菩
提
心
に
つ
い
て

(
一
〇
)

こ

の
智

顕

の
詳
繹

に
よ

つ
て
七
畳

支

の
概
貌

を
覗

ふ
こ
と
が

で
き

る
と
思

ふ
。

以

上
四
弘
誓

願

と

七
畳

支
と

に
よ

つ

て
菩

提

心

の
素

材
を

求
め

た

の

で
あ

る
が
、
次

に
正
し

く
菩

提

心

に

つ
い

て
諸
論

繹

を
馨

照
し

よ

う
。

三

『
智
度
論
」
第
四
十

一
を
見
る
と
、

問
日
、
菩
提
心
、
無
等
等
心
、
大
心
有
何
差
別
、
答

日
菩
薩
初
登
心
縁
無
上
溢
、
我
當
作
佛
是
名
菩
提
心
、
無
等

等
名
爲
佛
、
所
以
者
何
、

一
切
衆
生

一
切
法
、
無
與
等
者
、
是
菩
提
心
與
佛
相
似
、
所
以
者
何
、
因
似
果
故
、
是

名
無
等
等
心
、
是
心
無
事
不
行
、
不
求
恩
慧
深
固
決
定
。
乃
至
初
登
心
名
菩
提
心
、
行
六
波
羅
蜜
名
無
等
等
心
、

入
方
便
心
中
是
名
大
心
、
如
是
等
各
有
差
別
。

と
あ

る
が
、
菩
提
心
の
風
格
が
明
確

に
出
て
ゐ
る
や
う
で
あ

る
。
ま
た
、
龍
樹

の
著
と
傳

へ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
恐

ら
く
僑
作

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
も
の
に
不
塞
鐸
の

『
菩
提
心
論
』
が
あ

る
。
ー
ー

と
こ
ろ
が
こ
の
問
題
の
本
書

は

弘
法
に
よ
つ
て

「
密
藏
肝
心
」
の
論
と
し
て
重
用

せ
ら
れ
、
本
論

と

『
繹
摩
詞
術
論
』

と
の
二
部
十

一
雀
を
眞
言
所

學

の
阿
毘
達
磨
藏
と
定
め
て
以
來
、
東
密
學
徒

に
よ

つ
て
盛

に
も

て
は
や
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ー

 本
論

の
内
容
は
佛
道
を
求
む

る
も
の

、
た
め
に
、

一
心
の
本
性
、
萬
行
の
根
源
、
得
果

の
妙
因
た
る
菩
提
心
の
行

相
を
宣
示
す

る
を
も

つ
て
そ
の
宗
要
と
し
た
や
う
で
あ

る
。
而
し
て
そ
の
菩
提
心
の
行
相
を
行
願
、
勝
義
、
三
摩
地
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の
三
種

に
開
説
し
て
ゐ
る
。

行
願
心
と
は
、
行
を
修
し
、
願
を
登
す
か
ら
行
願
と
名
け
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
願
と
は

一
切
衆
生
を
し
て
無

上

菩
提

に
安
住
せ
し
め
ん
と
の
念
願
で
あ
り
、
そ

の
行
と
は

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
四
弘
誓
願
行
を
修
す

る
こ

と

で
あ

る
。

勝
義
心
と
は
、

劣
法
を
止
息
し
勝
義
法
を
観
行
す
る
こ
と

で
あ

つ
て
、

分
別
簡
澤
、

捨
劣
得
勝

の
自
謹

心

で
あ

る
。三

摩
地
と
は
、
寂
定

の
境
地
よ
り
、
心
鏡

に
映
す

る
諸
法
の
實
相
を
如
實

に
諦
観
す

る
こ
と
で
あ
る
。

已
上
の
三
種
菩
提
心
を
論

じ
て
、
菩
提
心

の
風
貌
を
定
義
す
る
ま
で
に
進
ん

で
來
た
。
こ
の
本
書

の
内
容

に
つ
い

て
は
東
密

一
家
の
指
南
に
よ
れ
ば
、
前

の
二
は
顯
敏

に
も
通
じ
、
第
三
は
た

、
密
教
濁
自
の
所
談
で
あ

つ
て
、
ま
た

三
心
を
序

の
如

く
大
悲
、
大
智
、
大
定
の
三
徳
並
に
化
他
、
自
謹
、
不
二
の
二
行

に
配
繹
す

る
こ
と
が

で
き

る
や
う

で
あ

る
。
本
書
が
重
用
さ
れ
た
東
密
系
か
ら
は
有
名
な
註
程
が
盛
ん
に
出

て
ゐ
る
。
即
ち

『
登
菩
提

心
論
秘
繹
』

一

巻
(
畳
銀
)
・
『
置
ハ言
浮
菩
提
心
私
記
』

一
巻
(
畳
鍍
)
・
『
金
剛
頂
宗
菩
提

心
論

ロ
決
』

一
霧
(
榮
西
)
・
『
菩
提
心
論

談
義

記
』
二
巻
(
道
範
)
・
『
菩
提
心
論
勘
交
』

四
巻
(
承
澄
)
・
『
菩
提
心
論
初
心
鋤
』
二
巻
(
頼
喩
)
・
『
菩
提
心
論
聞
書
』
七

巻
(
呆
寳
)
・
『
登
菩
提
心
論
鋤
』
十
巻
(
宥
快
)
・
等
で
あ

る
。

い
つ
れ
も
東
密

一
流

の
菩
提
心
を
手
ぎ
わ
よ
く
説
述
さ

れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
龍
樹

の

『
菩
提
心
離
相
論
』
1
施
護
繹
1

に
は
、
婦
命

一
切
佛
、
我
今
略
詮
菩
提
心
義
、
至
誠

菩
提
心
に
つ
い
て

(
=

)
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撫
提
心
に
つ
い
て

(
一
二
)

頂
禮
彼
菩
提
心
、
と
て
衣
で
菩
提
心
の
畳
了
に
よ

つ
て
諸
法
塞
相

に
安
住
す
る
こ
と

の
離
相
論

に
及
び
、
是
故
若
常

畳
了
菩
提

心
者
、
帥
能
安
住
諸
法
塞
相
、
又
復
常
所
畳
了
彼
菩
提
心
、
以
悲
心
観
大
悲
爲
膿
、
と
論
じ
、
自
心
本
來

不
生
、
自
性
塞
故
に
立
脚
し
て
所
謂
菩
提

心
は

一
切
の
性
を
遠
く
離
る
べ
き
こ
と
を
高
唱
し
て
ゐ
る
。
巷
尾
に
於
て

は
、我

所
稔
讃
菩
提
心
、
如

二
足
隼

正
所
説
、
而
菩
提
心
最
尊
勝
、
所
獲
旛
聚
亦
無
量
、
我
以
此
煽
施
衆
生
、
普
願
速

超

三
有
界
、
如
理
如
實
所
構
揚
、
智
者
鷹
當
如
是
學
。

と
結
歎

し
て
、
離
相
菩
提
心
の
最
勝
最
奪

で
あ

る
こ
と
を
蓮

べ
て
ゐ
る
。
ま
た
驚
樹

の
著
と
し
て
傳

へ
ら
れ
る
天
息

災
繹

の

『
菩
提
行
繧
』

に
も
菩
提
心
を
波
羅
蜜
と
交
渉
づ
け
て
詳
論

し
て
ゐ
る
。

更

に
、
著
者
未
詳
宋
法
天
課

『
菩
提
心
観
縄
」

に
は
、
龍
樹

の

「
菩
提
離
相
論
」

に
よ

つ
て
、
菩
提
心
離
相
を
論

じ
、
ま
た
蓮
華
戒
菩
薩

の
撰
と
傳

へ
ら
れ
宋
施
護
繹

の

『
廣
繹
菩
提
心
論
』

に
於
て
は
、
大
小
乗
の
経
典
を
多
く
引

用
し
て
廣

く
菩
提
心
を
詳
蓮
し
て
ゐ
る
。
次

に
世
親

の

『
登
菩

心
経
論
」
登
心
晶
第
二
に
は
、
無
上
菩
提
を
登
心
修

集
す
る
に
つ
い
て
四
縁
を
あ
げ

て
、

一
者
思
惟
諸
佛
螢
菩
提
心
、

二
者
観
心
過
患
登
菩
提
心
、
三
者
慈
慰
衆
生
螢
菩
提

心
、
四
者
求
最
勝
果
登
菩
提
心

と
説
き
、
更

に
思
惟
諸
佛
登
菩
提
心
を
五
事
に
分
剃
し
て
、

一
者
思
惟
十
方
過
去
未
來
現
在
諸
佛
初
始
登
心
具
煩
悔
性
亦
如
今
我
、
終
成
正
畳
爲
無
上
曾
、
以
此
縁
故
螢
菩
提
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心
、
二
者
思
惟

一
切

三
世
諸
佛
登
大
勇
猛
、
各
各
能
得
無
上
菩
提
、
若
此
菩
提
是
可
得
法
我
亦
鷹
得
、
縁
此
事
故

登
菩
提

心
、
三
者
愚
惟

一
切
三
世
諸
佛
登
大
明
慧
、
於
無
明
中
建
立
勝
心
積
重
苦
行
、
皆
能
自
抜
超
出
三
界
、
我

亦
如
是
當
自
抜
濟
、
縁
此
事
故
登
菩
提
心
、
四
者
思
惟

一
切
三
世
諸
佛
爲
人
中
雄
、
皆
度
生
死
煩
拶
大
海
、
我
亦

丈
夫
亦
當
能
度
、
縁
此
事
故
登
菩
提
心
、
五
岩
思
惟

一
切
三
世
諸
佛
登
大
精
進
、
捨
身

命
財
求

一
切
.智
、
我
今
亦

當
随
學
諸
佛
、
縁

此
事
故
磯
菩
提
心
。

と
説

い
て
ゐ
る
。
更

に
観
身
過
患
登
警
提
心
に
五
事
を
分
別
し
て
、

一
者
自
親
我
身
、
五
陰
四
大
倶
能
興
造
無
量
悪
業
、
欲
捨
離
故
、

二
者
自
概
我
身
、
九

孔
常
流
臭
臓
不
浮
、
生
厭

離
故
、

三
者
自
観
我
身
、

有
含
蹟

療
無
量
煩
懸
焼
然
善
心
、

欲
除
滅
故
、

四
者
自
親
我
身
、
如
泡
如
沫
念
念
生

滅
、
是
可
捨
法
欲
棄
損
故
、
五
者
自
観
我
身
、
無
明
所
覆
常
造
悪
業
、
輪

廻
六
道
無
利
盆
故
、

と
蓮

べ
、
ま
た
求
最
勝
果
登
菩
提
心
に
つ
い
て
五
事
を
分
別
し

て
、

一
者
見
諸
如

來
、
相
好
澁
嚴
光
明
清
徹
遇
者
除
悔
、
爲
修
集
故
、
二
者
見
諸
如
來
、
法
身
常
住
清
漂
無
染
、
爲
修

集
故
、
三
者
見
諸
如
來
、
有
戒
定
慧
解
脱
知
見
清
浮
法
聚
、
爲
修
集
故
、
四
者
見
諸
如
來
、
有
十
力
四
無
所
畏
大

悲
三
念
庭
爲
修
集
故
、

五
者
見
諸
如
來
、

有

一
切
碧
、

憐
慰
衆
生
慈
悲
普
覆
、

能
爲
二

切
愚
迷
正
道
、
爲
修
集

故
。

と
説
き
、
更

に
ま
た
、
憐
慰
衆
生
螢
菩
提
心
に
つ
き
五
事

に
分
刎
し

て
、

豊口提
心
に
つ
い
て

(
=
こ
)
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菩
提
心
に
つ
い
て

(
一
四
)

一
者
見
諸
衆
生
爲
無
明
所
縛
、

二
者
見
諸
衆
生
爲
衆
苦
所
纒
、
三
者
見
諸
衆
生
集

不
善
業
、
四
者
見
諸
衆
生
造
極

重
悪
、
五
者
見
諸
衆
生
不
修
正
法
。

と
、

こ
》
ま
で
く
る
と
、
菩
提
心
論
の
組
織
も
既

に
完
成
さ
れ
た
や
う
で
あ

る
。

慧
遠

の
『
大
乗
義
章
』
十
六
末
三
十
七
道
品
義

三
門
分
別
の
條

下
に
菩
提
分

の
繹
名
、
行
門
、
行
膿
、
止
観
分
別
、

八
正
分
別
、
大
小
不
同
等

の
項
目
に
わ
か
つ
て
縷

々
解
説
し

て
ゐ
る
。
同
第
九
巻
登
菩
提
心
義

三
門
分
別
の
條

下
に

於

て
正
し
く
菩
提

心
を
詳
論
し
て
、
繹
名
辮
膿
、
因
起
次
第
、
就
位
分
別
の
三
門
に
分
別
し

て
ゐ
る
。

於
大
菩
提
起
意
趣
求
名
登
菩
提
心
、
然
此
登
心
経
亦
名
願
、
要
大
菩
提
令
求
属
己
故
名
爲
願
。
膿
相
云
何
、
随
義

不
同
略
有

三
種
、

一
者
相
登
、
二
息
相
登
、

三
者
眞
登
、
言
相
薮
者
、
行
者
深
見
生
死
之
過
浬
桀
幅
利
、
棄
捨
生

死
趣
向
淫
樂
、
随
相
厭
求
名
相
登
心
、
言
息
相
者
、
行
者
深
悟
諸
法
卒
等
、
知
共
生
死
本
性
寂
滅
混
樂
亦
如
、
生

死
寂
故
、
無
相
可
厭
浬
桀
如
故
、
無
相
可
求
返
背
前
相
露
心
正
道
故
名
爲
畿

(中
略
)
言
置
ハ登
者
、
菩
提
遣
ハ性
由
來

已
膿
妄

想
覆

心
、
在
而
不
畳
謂
之
在
外
向
外
推
求
後
息
妄
想
、
契
窮
自
實
、
知
菩
提
性
由
來
巳
膿
無
異
趣
求
、
知

菩
提
性
是

巳
膿
故
菩
提
帥
心
。

と
、
更

に
こ
の
三
種
の
菩
提
心
に

つ
い
て
、
因
起
の
次
第
を
述

べ
、
位
次
分
別
を
論
じ
て
ゐ
る
。

智
顕
の

『
摩
詞
止
観
』

一
之
上
に
五
略
十
廣

の
條

下
に
登

心
に
つ
い
て
菩
提
心
を
詳
説
し

て
ゐ
る
。

菩
提
者
天
竺
音
也
、
此
方
構
道
、
質
多
者
天
竺
音
、
此
方
言
心
、
帥
慮
知
之
心
也
、
天
竺
叉
稽
汗
栗
駄
、
此
方
稻



是
草
木
之
心
也
、

又
稽
臭
栗
駄
、
此
方
是
積
聚
精
要
者
爲

心
也
。

と

て
、
更
に
五
略
を
解
説
し

て
、

云
何
螢
大
心
、
衆
生
昏
倒
不
自
畳
知
、
勧
令
醒
悟
上
求
下
化
、
云
何
修
大
行
、
難
復
登
心
望
路
不
動
永
無
達
期
、

勤
牢
強
精
進
行
四
種
三
昧
、
云
何
感
大
果
、
錐
不
求
梵
天
自
鷹
、
稻
揚
妙
報
慰
悦
共
心
等
。

と
、
螢
心
、
修

行
、
感
果
の
要
領
を
明
示
し
た
。
「

慧
沼
の
撰
と
し
て
有
名
な

『
勧
登
菩
提
心
集
』
.
に
は
、
明
叢
心
因
縁
門
に
於

て
、
喩

伽
登
心
品
を
引
き
諸
の
菩
薩

が
正
く
願
心
を
起
こ
し
て
心
に
菩
提
を
求
む

る
時

に
、

願
我
決
定
當
誼
無

上
正
等
菩
提
、
能
作
有
惰

一
切
義
利
、
畢
'寛
安
虞
究
覧
淫
繋

及
以
如

來
廣
大
智
中
等
。

と
、
登

心
の
自
性
と
行
相
と
所
縁

と
功
徳
と
最
勝
と
を
詳

に
説
い
て
ゐ
る
。
次

で
菩
薩
の
登
心
に
つ
い
て
四
種
の
縁

と
四
因
四
力
と
を
述

べ
菩
提
心
の
相
状
を
詳
述
し

て
ゐ
る
、
蓋
し
慧
沼
は
慈
恩
の
五
姓
各
別
論
に
論
篠
し

て
就
中
、

菩
提
種
姓

に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。

賢
首

の

『
華
嚴
登
菩
提
心
章
」

登
心
第

一
に
は
、

起
信
論

の
三
種
心
即
ち
直
心
、
深
心
、
大
悲
心
を
あ
げ
、
更

に
こ
の
三
心
を
廣
開
し
て
各
心
に
十
門
を
立
て

、
詳

説
し
た
。
直
心
の
十
心
と
は
、
廣
大
心
、
深
心
、
方
便
心
、
堅
固
心
、
無
間
心
、
折
伏
心
、
善
巧
心
、
不
二
心
、
無

磯

心
、
圓
明
心
で
あ

る
。
深
心
の
十
心
と
は
、
廣
大
心
、
修
行
心
、
究
竜
心
、
慰
苦
心
、
無
厭
足
心
、
無
疲
倦
心
、

菩
…提

心

に

つ

い
て

(
一
五

)

47



曲
鰻
提

心
に

つ

い
て

(
一
六

)

常
心
、
不
求
果
報
心
、
敷
喜

心
、
不
顛
倒
心
で
あ
る
。
大
悲
心
の
十
心
と
は
、
廣
大
心
、
最
勝
心
、
巧
方
梗
心
、
忍

苦

心
、
無
厭
足
心
、
無
疲
倦

心
、
不
求
恩
報
心
、
敷
喜

心
、
不
顛
倒
心
で
あ
る
。
こ
の
詳
繹

に
よ
つ
て
、
正
く
量
ハ如

法
を
念
じ
、

一
切
諸
善
行
を
修
す
る
こ
と
を
樂

ひ
、

一
切
苦
の
衆
生
を
救
度
せ
ん
と
す
る
薮
心
成
就
の
相
成
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

元
曉

の

『
遊
心
安
樂
道
」

に
は
、
菩
提
心
に
つ
い
て
随
事
登

心
と
順
理
幾
心
と
に
分
別
し
て
、

そ
の
随
事
登
心
と

は
、
煩
櫛

の
無
藪
を
臨
ぜ
ん
と
し
、
善
法
の
無
量
を
修
し
、
衆
生

の
無
邊
を
度
し
、
こ
の
三
事

の
決
定
を
期
願
す
る

の
で
あ

る
が
、

初

は
如
來

の
断
徳

正
因
で
あ
り
、

次
は
如
來
の
智
徳
正
因

で
あ
り
、

後
は
如
來
の
恩
徳
正
因

で
あ

る
。

で
あ

る
か
ら
如
上

の
三
心
は
無

上
菩
提

の
因
で
あ
る
。

順
理
登
心
と
は
、

諸
法
は
み
な
幻
夢

の
如
く
非
有
非

無
、
離
言
絶
慮
と
信
解

し
、
こ
の
信
解

に
よ

つ
て
廣
大
心
を
登
す

る
の
で
あ

る
と
論

じ
て
ゐ
る
。

光
胤

の

『
中
道
塞
観
」

一
帖

に
附
属
と
し
て
三
種
菩
提
心
を
説
い
て
ゐ
る
。
左

に
そ
の
本
文
を
抄
出
す
る
。

夫
菩
提
心
者
是
三
妙
観
也
、

三
妙
観
、

一
厭
離
有
爲
心
、
二
欣
求
菩
提
心
、
三
深
念
衆
生
心
。

第

一
厭
離
有
爲
心
者
、
三
界
有
漏

之
果
、
五
羅
無
常
之
身
、
且
於
欲
界
裏

三
十
六
物
不
漂
而
以
爲
身
、
聚
百
八
十

八
之
惑
障
、
而
爲
心
、
色
無
色
界
行
苦
之
報
総
厭
三
界
果
一報
、
是
名
厭
離
有
爲
心
。

第

二
欣
求
菩
提
心
者
、
欣
無
上
妙
果
、
求
菩
提
勝
徳
、
佛
有
五
法
、

一
實
眞
如
、
四
智
心
品
是
也
、
分
爲
三
身
、

一
實
眞
如
法
身
如
來
、
四
智
心
晶
報
身
實
佛
也
、
智
晶
所
縫
鷹
大
小
機
、
是
他
受
用
礎
化
身
也
等
。
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第
三
深
念
衆
生
心
者
、
憐
慰
利
盆

一
切
・衆
生
之
心
也
、
夫
求
菩
提
還
爲
衆
生
、
利
有
情
亦
爲
菩
提
、
故
厭
欣
心
輿

深
念
之
心
、
名
菩
提
心
也
。

已
上
、
菩
提
心

に
つ
い
て
の
纏
論
繹

の
指
示
を
基
げ
て
、
ほ

ゴ
そ
の
意
義
を
た
し
か
め
得
た
の
で
あ

る
が
、
更
ら

に
、
浮
土
門

に
於
け
る
菩
提
心
論
を
見
た

い
と
思
ふ
。

四

法
然

の
著

『
選
揮
集
』
第
十
二
附
属
佛
名
篇

に
は
、

菩
提
心
者
、
諸
師
意
不
同
也
、
天
台
帥
有
四
敏
菩
提
心
、
謂
藏
通
別
圓
也
、
具
如
止
観
読
、
置
ハ言
部
有

三
種
菩
提

心
、

謂
行
願
勝
義

三
摩
地
是
也
、

具
如
菩
提
心
論

読
、

華
嚴
亦
有
菩
提

心
、

如
彼
菩
提
心
義
及
遊
心
安
樂
道
等

説
、

三
論

法
相
各
有
菩
提
心
、

具
彼
宗
章
疏
等
詮
、

叉
有
善
導
所
繹
菩
提
心
、

具
如
疏
述
、
登
菩
提
心
共
言
錐

一
、
名
随
共
宗
、
其
義
不
同
、
然
則
菩
提
心
之

一
句
廣
亙
諸
経
、
遍
該
題
密
、
意
氣
博
遠
詮
測
懇
、
願
諸
行
者
莫

執

一
遮
萬
諸
求
往
生
之
人
、
各
須
登
自
宗
之
菩
提
心
、
縦
錐
無
飴
行
、
以
菩
提
心
爲
往
生
業
也
。

更

に
次
下
の
文
に
よ
れ
ば
、

叉
有
菩
提
心
行
、
入
皆
以
爲
菩
提
心
是
澤
土
綱
要
、
若
無
菩
提
心
者
.即
不
可
往
生
、

(申
略
4
以
此
等
行
、
殆
抑
念

佛
、
清
尋
纒
意
者
、
不
以
此
諸
行
付
属
流
通
、
唯
以
念
佛

一
行
、
帥
使
付
属
流
通
後
世
、
鷹
知
繹
奪
所
以
不
付
属

菩
提
心
に
つ
い
て

(
一
七
)
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菩
提
心
に
っ
い
て

(
一
八
)

諸
行
者
、
帥
非
彌
陀
本
願
之
故
也
、
亦
所
以
付
厩
念
佛
者
、
帥
是
彌
陀
本
願
之
故
也
。

と
あ

る
。
こ
れ
は
正
し
く
浮
土
門

の
菩
提
心
論
を
代
表
し
た
意
見
と
見

て
よ
い
。
蓋
し
こ
の
法
然
の
菩
提
心
論
は
當

時
の
教
學
界

に
と

つ
て
は
見
逃
す

べ
か
ら
ざ

る
大
問
題

で
あ

つ
た
。
た
め
に
、
法
然
の
没
後
い
く
ば
く
な
ら
す
し
て

明
悪
高
辮

の

『
擢
邪
輪
」

の
公
表
と
な

つ
た
。

高
辮

の
擢
邪
輪

一
部

の
公
刊
は
、
源
塞

一
門
は
い
ふ
ま

で
も
な
く
、
當
時

の
敏
學
界
と
通
じ
て
、
異
歌
な

セ
ン
セ

ー

シ
ヨ
ン
を
ま
き
起
し
た
や
う
で
あ
る
。
甲
論
乙
駁
、
賛
否
と
り
ど
り
の
論
難
は
は
か
ら
す
沈
滞
し
き

つ
た
當
時

の

教
學
界
を

に
ぎ
は
し
た
や
う
で
あ

る
。
了
慧
は

『
新
扶
選
揮
報
恩
集
」
二
巻
、

『
扶
選
揮
正
輪
通
義
」

一
巷
と
を
撰

し
て
こ
れ
を
公
に
し
、
忠
實

に
源
室

の
所
論

に
賛
し
、
次
で
、
良
定
は

『
評
擢
邪
輪
』

一
倦
を
著
し
た
が
、
そ
の
前

序

の

一
節

に
、

作
者
栂
尾
高
辮
明
慧
聖
人
也
、
於
吾
選
揮
集
出
諸
難
、

一
一
引
文
程
義
往

々
敦
呵
言
吐
骸
所
破
既
成
立
突
、
今
初

見
心
驚
毛
竪
、
錐
然
破
抑

一
分
不
當
等
、

こ
れ
か
ら
見

て
も
、

『
擢
邪
輪
』

の
公
表
は
浄
土

一
家

に
と

つ
て
は
手
嚴
し
い
難
題

で
も
あ
り
、
ま
た
浄
土

一
門

の

圭
張
に
封
し

て
も
相
當

の
反
省
を
要
求
し
た
も
の
で
あ

つ
た
ら
し
い
。
次

で
、
天
台
系
の
眞
遇
は

『
念
佛
選
擢
評
』

一
巻
を
公
に
し
、
き
は
め
て
穏
健

に
両
者
の
意
見
を
理
解

し
奪
重
し
て
、
よ
く
こ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
法
然

に
賛
し

た
も
の

～
や
う
で
あ

る
。
更

に
日
蓮
は

『
守
護
國
家
論
』
、
『
立
正
安
國
論
」
、
『
無
得
道
論
』
各

一
巻
を
公
に
し

て
浮
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土

一
門

に
封
し
て
辛
辣
な
批
評
を
加

へ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
封
し
て
實
惑
は

『
擢
邪
興
正
集
』

二
巷
を
著
し
、
源

塞
の
立
場
を
辮
護
し
、
ま
た
、
岸
了
は

『
辮
無
得
道
論
」
二
巻
を
公
刊
し
て
大
に
浮
土

一
家

の
た
め

に
氣
焔
を
揚
げ

て
ゐ
る
。

今
、
高
…辮
明
恵

は

『擢
邪
輪
』
並
に

『
同
荘
嚴
記
』

に
於
て
法
然
源
室

の

『
選
揮
本
願
念
佛
集
」

の
第
三
門
念
佛

往
生
本
願
篇
を
評
繹
し
て
、
先
づ
法
然

の
圭
張
す

る
菩
提
心
に
つ
い
て
五
種

の
大
過
を
基
げ

て
ゐ
る
。

一
、
菩
提
心
を
も

つ
て
往
生
極
樂
行
と
な
さ
ざ

る
過
、

二
、
彌
陀
本
願
中
菩
提
心
な
し
と
い
ふ
過
、

三
、
菩
提
心
を
も

つ
て
有
上
小
利
と
な
す
過
、

四
、
墾
観
纏
に
菩
提
心
を
説
か
す
と
い
ひ
、
並
に
彌
陀

一
敏
止
住

の
時
菩
提
心
な
し
と

い
ふ
過
、

五
、
菩
提
心
は
念
佛
を
抑
ふ
る
と

い
ふ
過
、

已
下
こ
の
五
項
目
に
つ
い
て
爾
者
の
立
場
を
明
に
し
よ
う
。

(
イ
)
高
辮

の
所
論

と
し
て
は
、
諸
経
込醐
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
從

へ
ば
、
浮
土
往
生

の
正
因
と
し
て
最
初

に
登
菩

提
心
を
衛
め

て
ゐ
る
。
加
之
、
善
導

の
観
経
疏

に
於
て
も
慮

々
に
登
菩
提

心
を
鋤
め
て
ゐ
る
。
よ
つ
て
、
猛
生
漂
土

の
正
因

に
つ
い
て
菩
提
心
と
樗
名
と
を
封
比
す
る
と
き
は
、
寧
ろ
、
登
善
提
心
は
正
業

で
あ

つ
て
穣
名
は
助
業
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
、
に
も
か

、
は
ら
す
、
そ
の
正
業
た
る
菩
提
心
を
選
捨
し
て
往
生

の
行
と
せ
す
と
断
す
る
こ
と
は
佛

菩
提
心
に
つ
い
て

(
一
九
》
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菩
提
心
に
つ
い
て

戸
二
〇
)

敏

の
常
識
を
歓
ぐ
も
の
で
あ

る
と
酷
評
し
た
の
で
あ
、・Q
。

源
室
の
所
談

に
よ
る
と
、
善
導
の
素
懐
は
も
と
よ
り
働
登
菩
提

に
あ

る
の
で
あ

る
。
だ
が
、
最
極

の
劣
機
を
封
告

衆
と
す
る
場
合
は
、
稔
名
專
念

の
宗
義

に
よ

つ
て
、
且
く
螢
菩
提
心
を
論
ぜ
な
い
ま
で
で
あ

る
。
善
導
の
『
玄
義
分
」

に
諸
佛
大
悲
於
苦
者
、
心
偏
慰
念
常
没
衆
生
等
と
い
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
最
極

の
劣
機

に
重
鮎
を
お
い
て
の
所
論

が
ら
登
菩
提
心
を
選
捨
し
た
も

の
で
あ

る
。

(
ロ
)
高
辮
に
よ
れ
ば
、
『
選
揮
集
』
三
輩
念
佛
往
生

の
文
に
彌
陀
の
本
願
中

に
は
大
菩
提
心
等
の
除
行
な
し
と

い
つ

て
ゐ
る
が
、
既

に
第
十
九
願
中
に
登
菩
提

心
修
諸
功
徳
等
と
あ
る
。
ま
た
、
第
十
八
願
交
中

に
、
明

に
菩
提

心
の
文

が
な

い
が
、
至
心
信
樂
と

い
つ
て
ゐ
る
。
懐
威
の

『
群
疑
論
」
な
ど

の
指
南

に
よ
れ
ば
、
至
心
信
樂
と
は
正
に
菩
提

心
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
よ

つ
て
も
明
に
源
塞

の
意
見

に
は
猫
噺
が
あ

る
と
批
評
し
て
ゐ
る
。

源
塞

に
從
ふ
と
、
大
無
量
壽
纏
の
四
十
八
願
中
第
十
八
願
を
も

つ
て
生
因

の
願
と
し
、
策
十
九
願
を
來
迎
の
願
と

し
て
生
因
願
と
は
取
扱

つ
て
ゐ
な
い
。
ま
た
至
心
信
樂

と
は
下
品
悪
機
に
よ
く
堪
ゆ
る
深
重

の
信
心
を
指
し
た
も
の

で
あ

つ
て
、
聖
道

の
菩
提
心
で
は
な

い
。
浮
土
三
経

の
誓
願
は
苦
逼
下
劣

の
機

に
封
し
て
は
專
ら
念
佛
を
拗
め
て
菩

提
心
を
勧
め
た
も
の
で
は
な
い
と
断
じ
た
も
の
で
あ

る
。

(
、ノ
)
高
辮
の
菩
提
心
程
は
華
嚴
家

の
表
公
の
詮
に
よ

つ
て
立
て
た
も

の
で
あ
る
。
表
公
は
四
螢
心
を
出
し
、
第

一

は
縁
登
心
で
あ

る
。
即
ち
菩
提
を
仰
縁

し
て
螢
心
し
て
こ
れ
を
求
む
る
心
で
あ

つ
て
、
未
入
位
前

の
も
の
で
あ

る
。
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第

二
は
解
糞
心
で
あ

る
。
郎
ち

】
切
法
悉
く
是
れ
菩
提
な
り
と
解
す
る
こ
と
で
、
信
住
位

の
も

の
で
あ

る
。
第
三
は

行
磯
心
で
あ
る
。
.即
ち

一
切
行
が
自
ら
菩
提
に
契

ふ
こ
と
で
、
行
向
彼

の
も

の
で
あ
る
。
第

四
は
膿
登
心
、
ま
た
性

登

心
と
も

い
ふ
。
卸
ち
菩
提
自
膿

の
顯
現

で
あ

つ
て

一
切

の
性
を
讃
す
る
も

の
で
あ

つ
て
、
初
地
よ
り
金
剛

心
に
至

る
ま

で
の
も
の
で
あ

る
と
繹
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ

つ
て
も
善
提
心
の
範
園
は
廣

く
そ
の
債
値
は
無
上
で
あ

る
べ
き

に
、
選
揮
集

の
念
佛
利
盆
篇

に
よ
れ
ば
、
菩
提
心
を
有
上
小
利
と
な
し
、

一
念
稻
名
を
も

つ
て
無
上
大
利
と
す
る
こ

と
は
憤
値
の
顛
倒

で
あ
る
と
評
難
し
て
ゐ
る
。

然

る
に
源
室
に
よ
れ
ば
、
善
導

の
観
経
疏

に
よ
れ
ば
護
諦
、
槻
察
、
禮
拝
、
樗
名
、
讃
歎
供
養

の
玉
種
行
の
中
稻

名
を
正
行
と
し
、
絵

の
四
を
助
行
と
し
て
ゐ
る
。
ま
た

『
往
生
禮
讃
』
、
『
観
念
法
門
」
等

に
は
第
十
八
願
名
を
禧

名

念
佛

の
願
と
し
て
ゐ
る
。
ま
た
、
登
菩
提
心
等

の
諸
行
を
も

つ
て
有
上
小
利

の
行
と
す
る
は
正
く
稻
念
佛

の
下
機
に

約
す

る
法
門

で
あ
る
。
源
信
の

『
往
生
要
集
」

の
事
理
二
臓
到
と
同

じ
く
、
劣
機
を
正
所
被
と
す
る
場
合
は
鹸
行
を

屡

し
て
小
利
と
し
、
稽
名
を
歎
じ

て
大
利
と
な
す

べ
き
は
至
當

で
あ

る
と
の
所
論

で
あ

る
。

(
二
)
高
辮

の
評
難

に
よ
れ
ば
、
凡
そ
菩
提
心
は
己
心
の
本
性

で
あ

る
か
ら
自
ら
登
心
せ
ら
る
べ
き

で
あ

る
。
若
し

人
あ

つ
て
彌
陀

の
名
號
を
聞
き
、
大
信
心
を
生
じ
、
大
敷
喜
を
生
ぜ
ば
卸
ち

こ
れ
が
大
菩
提

心
で
あ

る
。
ま
た
、
よ

く
佛
號
を
念
じ
、
不
惜
身
命
な
ら
ば
こ
れ
こ
そ
大
菩
提
行
で
あ

る
。
然
る
に

『
選
揮
集
」
の
特
留
念
佛
篇

に
は
、
讐

谷
経

に
ぱ
菩
提
心
を
説
か
す
と
い
ふ
て
ゐ
る
。
四
十
八
願

こ
そ
正
し
く
彌
陀
の
菩
提
心
行
と

い
ふ
べ
き

で
あ

る
に
、

菩
提
心
に
つ
い
て

(酬二
)
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叢
講提
心
に
つ
い
て

(ニ
ニ
)

か

、
る
妄
断
は
全
く
首
肯
で
き
な
い
こ
と
だ
と
評
し
て
ゐ
る
。

こ
の
評
難

に
封
す
る
源
塞
の
意
見

に
よ
れ
ば
、
壁
巻
経

に
菩
提
心

の
行
相
を
説
い
て
ゐ
な
い
と

い
つ
た
の
は
、
所

化
衆
生

の
菩
提
行
相
を
詮
炉
て
ゐ
な

い
と

い
ふ
の
で
あ
つ

て
、
決
し
て
彌
陀
如
來
の
登
菩
提
心
を
否
定
し
た
も
の
で

は
な

い
。
蓋
し
無
相

の
大
菩
提
心
を
ば
末
法
濁
世
の
愚
夫

い
か
に
し
て
登
す

る
こ
と
が

で
き
や
う
か
、
況
や
、
経
道

滅
鑑

の
時

に
於

て
を
や
と
の
立
場

に
あ

る
や
う
で
あ
る
。

(
ホ
激
口同
辮
の
難
破

に
よ
る
と
、
『.選
澤
集
』
付
属
∵名
號
篇
中

に
菩
提
心
行
は
却

て
念
佛
を
抑

ふ
と
い
つ
て
ゐ
る
が
、

善
導
の
観
経
疏
文

に
よ
れ
ば

一
向
專
稽
彌
陀
佛
名

に
重
鮎
を
置

い
た
や
う
で
あ

る
。

一
向
と
は
全
く
菩
提
心
で
あ

つ

て
、
た
と
ひ
專
稽
佛
名
し
て
も
菩
提
心
を
捨
て
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
稚
名
行
の
意
義
が
成
立
せ
な
い
こ
と
に

な

る
筈

で
あ

る
。
ま
た
、
念
佛
三
昧
と
い
ふ
名
義
を
往

々
見
か
け

る
が
、
念

は
正
念

で
あ

つ
て
正
し
く
菩
提
心
で
あ

る
。
佛
は
も
と
よ
り
菩
提
で
あ
り
、
三
昧
ま
た
菩
提
心
で
あ

る
。
だ
か
ら
念
佛

三
昧
の
名
義
は
全
く

一
菩
提
心
で
あ

る
。
凡
そ

一
切
諸
糎
所
説
の
諸
行
は
す

べ
て
菩
提
心
所
起
の
行
で
あ
る
。
こ
の
意
味

に
於

て
、
菩
提
心
が
念
佛
を
損

す

る
と
の
論
理
は
不
合
理
で
あ

る
と
論
破
し

て
ゐ
る
。

こ
の
難
破

に
封
す

る
源
塞

の
意
見

に
よ
れ
ば
、
菩
提
心
等
の
飴
行
が
念
佛
を
抑
損
す

る
と
い
つ
た
の
は
、
稻
名

一

行

に
,よ

つ
て
は
な
ほ
往
因
の
不
満
を
思
び
更
に
維
行
雑
心
を
起
す
と
も
が
ら

へ
の
警
告

の
意
味
か
ら

で
あ

る
。

『
金

剛
寳
、減
章
』

に
よ
れ
ば
謹
室
炉
往
生
極
樂
を
願

ふ
も

の
は
戒
行
を
持
し
て
は
雑
行
と
な
る
か
と
の
問
に
封
し

て
、
源
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室
は
念
佛

に
於
て
往
因
不
足

の
思
を
な
し
て
戒
行
を
受
持
す
る
な
れ
ば
そ
れ
は
雑

行
と

い
ふ
べ
き
だ
が
、
通
佛
敏

の

威
儀
と
し
て
戒
行
を
受
持
す

る
も
の
は
雑
行
と
は
な
ら
ぬ
と
解
答
し

て
ゐ
る
。
ま
た
、
幸
西
が
念
佛

の
行
人
に
し
て

正
理
を
粂
ぬ
れ
ば
不
純

の
も
の
と
な

る
か
と
の
問
に
封
し
て
、
源
室
は
有
智
の
念
佛
者
が
豫
め
浮
土
の
果
報
を
想
察

し
よ
う
と
し
て
悟
學
を
粂
學
す
る
こ
と
は
至
當
な
こ
と
で
あ
る
と
解
答
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
事
實
か
ら
考

へ
て
菩

提
心

に
つ
い
て
は
永
く

一
向
に
厭
捨
す
る
意
味

で
は
な
い
や
う
で
あ

る
。
だ
が
、
浮
土
教
徒
と
し
て
は
、
登
菩
提
心

と
は
全
く
願
往
生
心
の
外

に
あ
る
も

の
で
は
な

い
と
さ

へ
考

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
事
實
は
願
生
心
は
菩
提
心
を

縁
と
し
て
生
起
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
膿
は
菩
提
心
よ
り
も
更

に
深
い
意
義
を
も

つ
も
の
と
し

て
取
扱
は
れ

た
や
う

で
あ

る
。

已
上
は
、
高
辮
と
法
然

と
の
菩
提
心
に
封
す
る
立
場

の
相
違
を
述

べ
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
法
然

の
菩
提
心
論

が
更

に
明
確
に
親
鷺

の
上
に
あ
ら
は
れ

て
ゐ
る
こ
と
を

つ
け
加

へ
て
置
き
た
い
。

親
鴛
は
、
源
塞
の
指
南

に
よ
つ
て
、
三
経
七
祀
を
通
し
て
、
浮
土
の
大
菩
提
心
を
力
強
く
高
調
し
て
ゐ
る
。
以
下

彼

の
三
経
七
祀
観
を
概
観
し
よ
う
。

先
づ
三
経
中

『
佛
説
無
量
壽
経
」
下
に
は
、
三
輩
を
あ
げ
各
無
上
菩
提
の
心
を
登
す
べ
き
こ
と
を
示
し
、

『
観
無

量
壽
纏
』

に
は
、
佛

の
所
読
を
き

い
た
五
百
侍
女
は
阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
提
心
を
登
し
て
彼
國

に
生
ぜ
ん
と
願
じ
た

と
説

い
て
ゐ
る
。
世
親

の

『
漂
土
論
」
に
は
、
世
曾
我

一
心
等
と
説
き
、
曇
鶯

の

『
往
生
論
註
」
下
に
は
、
「
王
含
城

霊
腐提

心

に

つ

い
て

(
二

三

)
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菩
提
心
に
つ
い
て

(
二
四
)

所
読
の
無
量
壽
経
を
案
す

る
に
三
輩
生
の
中

に
行

に
優
劣
あ
り
と
錐
も
、
皆
無
上
菩
提

の
心
を
登

さ
ざ
る
な
け
ん
、

こ
の
無

上
菩
提
心
は
即
ち
是
れ
願
作
佛
心
な
り
.
願
作
佛
心
は
即
ち
是
れ
度
衆
生
心
な
り
、
度
衆
生
帥
ち
衆
生
を
擾

取
し

て
有
佛
の
國
土
に
生
ぜ
し
む

る
の
心
な
り
L

と
い
つ
て
ゐ
る
。
道
緯

の

『
安
樂
集
」

上
に
は
、

「
若
し
登
心
作

佛

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
こ
の
心
は
廣
大

に
し

て
法
界
に
偏
周

せ
り
、
こ
の
心
は
究
寛
し
て
等
き
こ
と
虚
塞

の
若
し
、
こ

の
心
長
遠

に
し
て
未
來
際
を
蓋
す
、
こ
の
心
普
く
備

に
二
乗

の
障
を
離

る
、
若
し
能
く
ひ
と
た
び
こ
の
心
を
登

せ
ば

無
始
生
死
の
有
漁
…を
傾
く
、
乃
至
今
既

に
津
土
に
生
ぜ
ん
と
願
す

る
が
故

に
先
づ
菩
提
心
を
登
す

べ
し
」
と
い

つ
て

ゐ
る
。
源
信

の

『
往
生
要
集
」

上
末

二
十
五

丁
に
於
て
は
縁
理

の
四
弘
と
縁
事

の
四
弘
と

に
わ
け
、
縁
事

の
四
弘
と

は

一
に
衆
生
誓
願
度

の
心
は
即
ち
饒
盆
有
情
戒
で
あ
り
、
ま

た
恩
徳
の
心

で
あ
り
、
縁
因
佛
性

で
あ
り
、
鷹
身
菩
提

の
因
で
あ

る
。

二
に
煩
憾
無
邊
誓
願
断
と
は
撮
律
儀
戒
で
あ

る
。

こ
れ
ま
た
断
徳

の
心
で
あ
り
、

正
因
佛
性
で
あ

り
、
法
身
菩
提

の
因

で
あ

る
。
三
に
法
門
無
叢
誓
願
知
と
は
撮
善
法
戒
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
智
徳
の
心
で
あ
り
、
ま

た
了
因
佛
性

で
あ
り
、
報
身
菩
提
の
因
で
あ

る
。
四
に
無
上
善
提
誓
願
讃
と
は
佛
果
菩
提
を
願
求
す

る
の
で
あ

る
。

前
の
三
行
願
を
具
足
す
る
に
よ
つ
て
、
三
身
圓
満

の
菩
提
を
謹
得
し
、
還
て
庚

く

一
切
衆
生
を
度
す
る
の
で
あ

る
。

縁
理

の
四
弘
と
は
、

一
切
諸
法
は
本
來
寂
艀
で
あ

つ
て
非
有
非
無
非
常
非
断
、
不
生
不
滅
不
垢
不
浄

で
あ

つ
て
、

一
色

一
香
無
非
中
道
、
生
死
翻
温
繋
、
煩
衡
帥
菩
提

で
あ

る
。
乃
至
こ
の
故

に
普
く
法
界

の

一
切
衆
生

に
於

て
大
慈

悲
を
起
し
、
四
弘
誓
を
起
す

の
で
あ
る
が
こ
れ
は
順
理
登
心
と
名
づ
け
ら
れ
、
最
上
の
菩
提
心
で
あ

る
と
断
じ
て
ゐ
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る
。こ

れ
ら
経
論
繹

の
指
示
す

る
と
こ
ろ

に
随

つ
て
彼
の
著

『
敏
行
信
謹
』
信
巻
本

に
は
、

「
菩
提
心
に
就

て
二
種
あ

り
、

一
に
竪
、

二
に
横
な
り
、
又
竪
に
つ
い
て
二
種
あ
り
、

一
に
竪
超
、
二
に
竪
出
な
り
、
竪
超
竪
出

は
椹
實
、
顯

密
、
大
小
の
教
を
明
せ
り
、
歴
却
迂
廻
の
菩
提
心
、
自
力
の
金
剛

心
、
菩
薩

の
大
心
な
り
、
亦
た
、
横

に
就
て
復

た

二
種
あ
り
、

一
に
横
超
二
に
横
出
な
り
、
横
出
と
は
正
雑
、
定
散
、
他
力
中

の
自
力
の
菩
提
心
な
り
、
横
超
と
は
斯

れ
乃
ち
願
力
回
向
の
信
樂
、
こ
れ
を
願
作
佛
心
と
日
ふ
、
願
作
佛
心
は
脚
ち
是
れ
横
の
大
菩
提
心
な
り
、
是
れ
を
横

超
の
金
剛
心
と
名
く
る
た
ひ
り
、
横
竪

の
菩
提
心
共
言

一
に
し
て
共

心
異
な
り
と
錐
も
入
眞
を
正
要
と
す
」
と
示
し
、

ま
た
彼

の

『
正
像
末
和
讃
」

に
は

「
自
力
聖
道

の
菩
提
心
、
こ

㌧
ろ
も

こ
と
ば
も
お
よ
ば
れ
す
、
常
没
流
轄

の
凡
愚

は

い
か

で
か
登
起
せ
し
む

べ
き
」

と
と
き
、
ま
た
、

「
浄
土

の
大
菩
提
心
は
願
作
佛
心
を
す

、
め
し
む
、
す
な
は
ち

願
作
佛
心
を
度
衆
生
心
と
な
づ
け
た
り
」

と
い
ひ
、
ま
た
彼
の

『
高
信
和
讃
」

に
は

「
願
作
佛

の
心
は
こ
れ
、
度
衆

生

の
こ
、
ろ
な
り
、
度
衆
生

の
心
は
こ
れ
利
他
眞
實

の
信
心
な
り
、
信
心
す
な
は
ち

一
心
な
り
、

一
心
す
な
は
ち
金

剛
心
、
金
剛
心
は
菩
提
心
、
こ
の
心
す
な
は
ち
他
力
な
り
」
と

い
つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
論
談

に
よ
れ
ば
親
鶯

の
意
見
は
、
他
力
の
信
心
を
も

つ
て
大
警
提
心
な
り
と
断
じ
九
も
の
で
あ
る
が
、

登
く
曇
鶯

の
意
見
を
織
承
し
た
も
の
で
あ

つ
て
、
如
來
回
向
の
他
力
の
大
信
心
は
願
作
佛
心

の
自
利
と
、
度
衆
生
心

の
利
他
と
の
爾
徳
を
圓
具
す

る
か
ら
大
菩
提
心
と
名
け
ら
る
べ
き
で
あ

る
と
論
成
し
た
も

の
で
あ
、る
。

菩
提
心
に
つ
い
て

(二
五
)
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菩
提
心
に
つ
い
て

(
二
六
)

巳
上
源
室
、
親
鷺

に
よ

つ
て
、
津
土
門

に
於
け
る
菩
提
心
を

一
瞥
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
聖
浮
ご
門

の
到
然
た
る
湿
別
の
基
本
を
な
す
も
の
は
、
正
に
警
提
心
繹
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
佛
道
を
求
む
る

心
で
あ
り
、
畳
行
を
圓
具

せ
ん
と
す
る
勇
猛
精
…進
の
志
で
あ

る
菩
提
心
は
、
何
人
に
よ

つ
て
も
登
起
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
も
の
で
あ
る
。
だ
が
菩
提
心
を
磯
起
す
る
機
相

に
つ
い
て
は
、
聖
浄

二
門

に
よ
つ
て
そ
の
立
場
を
異

に
す

る
と
こ

ろ
か
ら
、
そ
の
間
か
な
り

の
ひ
ら
き
が
あ
る
や
う
で
あ

る
。
か
く
て
、
已
上
の
聖
浄

二
門

に
於
け
る
菩
提
心
の
各
種

の
風
格
に
接
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、

こ
㌧
に
新
た
な
る
感
激
を
畳
え
る
資
料
と
し
た
い
。

親
鷺
の
著

『
浄
土
交
類
聚
鋤
」

巷
末

に

常
没

凡
夫
人
、
線
願
力
回
向
、
聞
眞
實
功
徳
、
獲
無
上
信
心
、
則
得
大
慶
喜
、
獲

不
退
轄

地
、
不
令
漸
煩
櫛
、
速

讃
大
浬
桀
突
。

彼

の
菩
提
心
論

の
要
諦
は
こ
の
告
臼

に
よ

つ
て
蓋
き

て
ゐ
る
。
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